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清沢 敦志・後藤 和美ほか：ソルガム｢葉月｣における接種による紫斑点病の罹病が収量、飼料品質および嗜好性に及ぼす影響 

0%(無発病) 10% 30% 50% 80%     100%
病斑1 2 3 4 5

目安に各区 10 個体について行った。全展開葉の病斑程

度を麦さび病発病程度調査基準図を参考に 0～5 の６

段階で評価し（第１図）、次式により発病程度を算出し

た。 

発病程度＝Σ(病斑程度)×20 /（調査葉数） 

収量調査は糊熟期に行い、茎葉と穂を分離して乾物

収量および乾物率を測定した。サイレージは穂を切除

した茎葉を細断し 75ℓ ポリ容器に踏圧密封する方法

で調製した。サイレージの酵素分析は 2008 年に、６

ヶ月保存したサイレージを用いて実施した。嗜好性は

2009 年に３ヶ月保存したサイレージを用い、黒毛和種

繁殖牛７頭による簡易化した一対比較法（渡辺ら

1995）で嗜好試験を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    第１図 さび病発病程度調査基準図 

結果および考察 

紫斑点病の接種による発病程度は、罹病区で 2008

年が 72.8、2009 年が 85.7 であった。一方、接種を行

わない対照区の発病程度は、2008 年が 8.4、2009 年が

6.6 であった。罹病区の発病程度は、自然発生では激発

状態に相当すると考えられる。第 2 図は接種による罹

病の状況である。 

罹病区の乾物収量は、対照区を 100 とした場合、全

重は 2008 年が 61、2009 年が 57 であった。茎葉重は、

それぞれ 64、54 で、穂重は 53、62 であった。また、

乾物率については、茎葉、穂ともに罹病区が低かった

（第 2 表）。紫斑点病の罹病により、乾物収量は 40％

以上の減収となり、部位別でみても茎葉、穂ともに

40％以上減収した。第１表に系適試験地における「葉

月」の紫斑点病罹病程度を示した。自然発生でも、2009

年の長崎や宮崎のように、紫斑点病が激発しているた

め、接種による減収と同程度の影響を与えるものと考

えられた。乾物率については、紫斑点病の罹病により

生育が遅れるため低くなるものと推察された。 

茎葉サイレージの酵素分析の結果、罹病区は対照区

に比較してOCC（細胞内容物）が３%程度低く、OCW

（細胞壁物質）が３％程度高かった。OCW のうち、

Ob（低消化性繊維）が３%程度増加した（第３表）。

紫斑点病の罹病により、OCC が低下しOb が増加する

ため、飼料品質が低下することが明らかとなった。 

嗜好性については、紫斑点病を接種した「葉月」、

「華青葉（紫斑点病抵抗性）」、接種しない「葉月」

の茎葉サイレージを調製し、3 試料の一対比較を行っ

第１表　「葉月」の自然発生での紫斑点病罹病程度

試験場所 年次 罹病程度
2008 2.3
2009 3.0

神奈川 2007 2.0
2007 2.7
2008 3.0

香川 2007 1.3
長崎 2009 7.3

2007 4.3
2009 9.0

芝原 2009 2.3

注）罹病程度の評点は１(無)～９(甚)の9段階

長野

愛知

宮崎

第２図 紫斑点病の接種による罹病状況 

左：「葉月」接種区  右：抵抗性品種 
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た。第 3 図は調製したサイレージの状況であるが、罹

病区のサイレージは紫色を呈し、違いは明らかであっ

た。接種した「葉月」＝罹病区の平均嗜好度は-0.62 で、

接種しない「葉月」＝対照区の平均嗜好度 0.19 より低

かった。採食割合も罹病区が低かった。紫斑点病に罹

病した材料で調製したサイレージは、平均嗜好度、採

食割合ともに明らかに低下した。なお、同時に供試し

た紫斑点病を接種した「華青葉」は、抵抗性を有する

ため接種しても罹病せず、平均嗜好度は良好、採食割

合は対照区の「葉月」と同等であった（第４表）。 

以上から、紫斑点病の罹病は収量、飼料品質および

嗜好性を低下させることが明らかとなった。抵抗性を

付与することにより、これらの影響は回避可能である。

紫斑点病抵抗性は単一の劣性遺伝子により支配される

第３表　紫斑点病罹病が「葉月」の茎葉サイレージ酵素分析値に及ぼす影響　　　　　　　（2008年）

試験区 発病程度 OCC OCW Oa Ob

罹病区 72.8 15.4 76.5 13.4 63.1

対照区  8.4 18.7 73.9 13.6 60.3

注）数値は乾物％

　　　OCC：細胞内容物　家畜の消化性が高い分画

　　　OCW：細胞壁物質　総繊維を示す、消化性の高低で分画を分ける

　　　Ｏａ：高消化性繊維　ＯＣＷの中で消化性が比較的高い分画

　　　Ｏｂ：低消化性繊維　ＯＣＷの中で消化性が比較的低い分画

第４表　紫斑点病罹病が「葉月」の茎葉サイレージの嗜好性に及ぼす影響　　　　　　　　　　　　　　　（2009年）

平均嗜好度 採食割合

１ ２ ３ 合計 （α） １ ２ ３ 平均 （％）

１．接種・葉月 85.7 － -4 -9 -13 -0.62    － 202.9   97.1 150.0 12.1

２．無接種・葉月 6.6 4 － 　0 　　4 0.19    542.9 － 574.3 558.6 44.9

３．接種・華青葉 0.0 9 0 － 　　9 0.43    557.1 511.4 － 534.3 43.0

注）平均嗜好度α＝ΣＸｉ/(n・t)　Ｘｉ：嗜好性評点（-2～+2）、ｔ：パネル数（7頭）、n：供試品種数（3処理・品種）

　　採食比率は総採食量に占める各品種の割合

採食量（ｇ/頭）
処理・品種名

嗜好性評点
発病程度

第３図 調製したサイレージの状況 

左：接種区  右：対照区 

第２表　紫斑点病罹病が「葉月」の収量性に及ぼす影響　     　        　         　　　　（2008、2009年）

全重 茎葉重 穂重 茎葉 穂

罹病区 72.8 101.6(　61) 73.6(　64) 28.0(　53) 24.3 56.0

対照区  8.4 167.7(100) 115.1(100) 52.6(100) 25.0 62.1

罹病区 85.7 84.5(　57) 52.1(　54) 32.4(　62) 23.9 55.6

対照区  6.6 149.2(100) 97.0(100) 52.2(100) 26.7 62.4

注）発病程度＝Σ(病斑程度)×20 / （調査葉数）

　　病斑程度：全展開葉の病斑程度を麦さび病発生程度調査基準図を参考に0～5の６段階で評価

乾物収量（kg/a（比較比率％）） 乾物率（％）

2008年

2009年

年次 試験区
発病
程度
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